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次の定例
市議会は
１２月

昨年１２月４日に開催された豊前天地山ジョギング大会の様子、今年は１２月３日の開催予定です。

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
開
催

BUZEN

カラス天狗祭りが１０月２８日～２９日天地山公園で開催
され、約５４,０００人の来場客で賑わいました。

合河ゆず祭りが１１月１９日合河南部グランドで開催され、
ゆずたたき売りなどで活気付きました。
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総　　務 全会一致

文教厚生 全会一致

文教厚生 全会一致

平成１８年度豊前市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 賛成多数

決算特別 賛成多数

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第６６号

議案第６７号

可　決

可　決

可　決

可　決

豊前市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設 全会一致議案第５８号 継　続

豊前市道路線の認定，廃止及び変更について 産業建設 全会一致議案第５９号 可　決

総　　務 全会一致議案第６０号 可　決

文教厚生 全会一致議案第６１号 可　決

文教厚生 全会一致議案第６２号 可　決

平成１８年度豊前市一般会計補正予算（第１号） 全委員会 全会一致議案第６３号 可　決

認　定

文教厚生 賛成多数議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

議案第７６号

議案第７７号

認　定

文教厚生 賛成多数

意見書案第１号

認　定

議案番号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案審議結果９月定例会
豊前市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

豊前市乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

文教厚生 全会一致議案第５６号 可　決豊前市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

文教厚生 全会一致議案第６４号 可　決平成１８年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

総　　務 賛成多数議案第６５号 可　決平成１８年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予
算（第２号）

平成１７年度豊前市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成１７年度豊前市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成１７年度豊前市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

産業建設 全会一致

意見書案第８号

認　定
平成１７年度豊前市農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

産業建設 全会一致

請願第  １号

認　定平成１７年度豊前市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

平成１７年度豊前市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

平成１７年度豊前市営駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

総　　務 全会一致 認　定

総　　務 全会一致 認　定

平成１７年度豊前市バス事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

総　　務 全会一致 認　定

平成１７年度豊前市水道事業会計歳入歳出決算の認定について 産業建設 賛成多数 認　定

平成１７年度豊前市東部地区工業用水道事業会計歳入歳出決算
の認定について

産業建設 全会一致 認　定

次期定数改善計画の実施と義務教育費国庫負担制度の堅持を
求める意見書(案)の提出について（継続分）

文教厚生 全会一致 可　決

違法伐採への対応強化を求める意見書（案）の提出について 産業建設 全会一致 可　決

公共交通機関の存続へ向け、ＪＲ九州に係る経営支援策等に関す
る意見書（案）の提出について

総　　務 全会一致 可　決

教育基本法の理念を生かす意見書の提出を求める請願（継続分） 文教厚生 賛成少数 不採択

総　　務 賛成多数

意見書案第７号

認　定平成１７年度豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

豊前市母子家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公
共団体の数の増減及び福岡県市町村消防団員等公務災害補
償組合規約の変更について

福岡県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の数の減少
及び福岡県介護保険広域連合規約の変更について

福岡県介護保険広域連合を組織する地方公共団体の数の減少
及び福岡県介護保険広域連合規約の変更について

文教厚生 賛成多数議案第５７号 可　決豊前市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
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主
な
議
案
内
容

条
　
例

　
　
　

▼
豊
前
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
国
の
法
律
改
正
に
よ
り
、通
勤
の
範

囲
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
豊
前
市
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
３
歳
未
満
児
の
本
人
負
担
額
の
う

ち
、初
診
料
及
び
往
診
料
が
平
成
１９

年
１
月
１
日
よ
り
公
費
負
担
と
な
り

ま
す
。

▼
豊
前
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
豊
前
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
右
の
２
件
は
、医
療
費
制
度
の
改
正

に
伴
い
、変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
豊
前
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
出
産
育
児
一
時
金
が
平
成
１８
年
１０

月
１
日
よ
り
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

▼
豊
前
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
経
営
の
健
全
化
及
び
周
辺
自
治
体

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、平
均
９
％
前

後
の
料
金
値
上
げ
を
す
る
改
正
案
で

あ
り
ま
す
。

▼
豊
前
市
道
路
線
の
認
定
、廃
止
及

び
変
更
に
つ
い
て

　
ほ
場
整
備
等
に
伴
い
、新
た
に
認
定

１６
件
、廃
止
２
件
、変
更
１３
件
を
行
い
、

道
路
台
帳
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市

町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
瀬
高
町
、山
川
町
、高
田
町
が
合
併

し
、新
た
な「
み
や
ま
市
」
と
な
っ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
上
陽
町
が
八
女
市
に
編
入
さ
れ
た

事
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
瀬
高
町
、山
川
町
、高
田
町
が
合
併

し
、新
た
な「
み
や
ま
市
」
と
な
っ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
１８
年
度
豊
前
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
２
０
５，
２
５
０
千
円
を
補
正
す
る

も
の
で
主
な
も
の
は
、庁
舎
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
事
業
２
６，
０
０
０
千
円
、障
害

者
自
立
支
援
事
業
２
０，
８
７
１
千
円
、

赤
熊
５９
号
線
道
路
改
良
事
業
２
０，
０

０
０
千
円
、農
林
水
産
施
設
災
害
復

旧
費
４
０，
５
２
０
千
円
、土
木
施
設

災
害
復
旧
費
２
５，
０
０
０
千
円
で
あ

り
ま
す
。

▼
平
成
１８
年
度
豊
前
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
保
険
制
度
の
健
全
化
の
た
め
、新
た

に
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出

金
、１
４
４，
５
１
６
千
円
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
平
成
１８
年
度
豊
前
市
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
主
な
も
の
は
、貸
付
金
を
回
収
す
る

法
的
措
置
を
と
る
た
め
の
費
用
、４
２

８
千
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
１８
年
度
豊
前
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
１
８，
９
５
２
千
円
を
補
正
す
る
も

の
で
主
な
も
の
は
、第
８
期
拡
張
費
で

す
。

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
９
月
１３
日
か
ら
１４
日
に
か
け
、決
算

特
別
委
員
会
に
て
審
査
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
頁
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
農
業
集
落
排

水
施
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

そ
の
他

決
　
算

　
平
成
１８
年
第
４
回
定
例
会
は
、

９
月
５
日
か
ら
９
月
２２
日
ま
で

の
１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、条
例
案

件
６
件
、
予
算
案
件
４
件
、
そ

の
他
４
件
、決
算
１１
件
意
見
書

２
件
計
２７
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
議
案
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
に
つ
い
て
は
別
紙
の
通
り
で
す
。

　
今
定
例
会
の
議
案
等
の
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

補
正
予
算
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議
案
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
、お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、議
会
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平成１７年度　一般会計・特別会計（８件）の決算状況

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
公
共
用
地
先

行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
営
駐
車
場
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
バ
ス
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
水
道
事
業
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
１７
年
度
豊
前
市
東
部
地
区
工

業
用
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
右
の
１０
件
は
、賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、下
記
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書(

案)

の
提
出
に
つ
い

て（
継
続
分
）

▼
違
法
伐
採
へ
の
対
応
強
化
を
求
め

る
意
見
書（
案
）の
提
出
に
つ
い
て

▼
公
共
交
通
機
関
の
存
続
へ
向
け
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
係
る
経
営
支
援
策
等
に
関

す
る
意
見
書（
案
）の
提
出
に
つ
い
て

右
の
３
件
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、国
、関
係
機
関
等
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

▼
教
育
基
本
法
の
理
念
を
生
か
す
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
（
継
続

分
）

　
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
に
、な

り
ま
し
た
。

（単位：千円）

区　　分

歳入決算額
11,021,520 3,543,469 4,550,180 19,838 33,407 794,230 0 10,501 30,779 20,003,924

10,950,684 3,161,800 4,629,735 33,955 33,407 779,260 0 8,098 30,779 19,627,718

70,836 381,669 △ 79,555 △ 14,117 0 14,970 0 2,403 0 376,206

27,284 0 0 0 0 0 0 0 0 27,284

43,552 381,669 △ 79,555 △ 14,117 0 14,970 0 2,403 0 348,922

29,095 385,733 △ 22,295 △ 9,254 0 18,231 0 2,203 0 403,713

14,457 △ 4,064 △ 57,260 △ 4,863 0 △ 3,261 0 200 0 △ 54,791

636 0 0 0 0 0 0 0 0 636

100,000 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000

△ 84,907 △ 4,064 △ 57,260 △ 4,863 0 △ 3,261 0 200 0 △ 154,155

          （Ａ）

歳出決算額
          （Ｂ）

形式収支
（Ａ－Ｂ） （Ｃ）

翌年度へ繰り越 
すべき財源 （Ｄ）

前年度実質
収支  （Ｆ）

単年度収支
（Ｅ－Ｆ）（Ｇ）

積立金積立額及市債
繰上償還額  （Ｈ）

積立金取り
崩し  （Ｉ）

実質単年度収支
 （Ｇ＋Ｈ－Ｉ）

実質収支
（Ｃ－Ｄ）（Ｅ）

一般会計 国民健康
保険事業

農業集落排水
施設事業

公共下水道
事　　業

公共用地先行
取得事業

市営駐車場
事　　業

市 バ ス
事　業

住宅新築資金
等貸付事業老人保健

合　計

特　　　　別　　　　会　　　　計

意
見
書

請
　
願

平成１７年度豊前市
水道事業会計決算状況

平成１７年度豊前市東部地区
工業用水道事業会計決算状況

収益的収入
収益的支出
　差　引

資本的収入
資本的支出
　差　引

収益的収入
収益的支出
　差　引

８９５万円
８７９万円
１６万円

５億３８２６万円
４億９９４３万円
３８８３万円

８２２０万円
１億７４９９万円
▲  ９２７９万円

（単位：万円）
（単位：万円）

上記は平成１７年度の単年度収支であるが、平成１７年度末累
積赤字は４億１０９１万円となる。水道会計の健全化に向けた、
抜本的な改善策が望まれる。



５

９月議会では６名の議員が市政について一般質問しました。
質問の要旨については次のとおりです。

古
川
哲
也 

議
員

一　般　質　問一　般　質　問

火災警報器

発言者氏名

宮田精一

尾澤満治

　永宗彦

古川哲也

１． 中心街における市街地の整備改善及び
　 活性化の一体的推進に関する事について
２． 公務員の倫理について
３． 補助金、負担金、交付金などの考え方について
４． 前回の関連について

１． 公共工事について

２． 市町村合併について

１． 戦没者追悼式の行事について
２． 高校跡地の利用について
３． 国保に関連して
４． 市町村合併について

１． 大増税と社会保障の改悪から住民の暮らしを守るために
２． 教育行政について
３． 談合防止の為に入札制度の改善を

１． 開かれた市政のための、制度の改善充実のすすめ
２． 障害者自立支援法について

１． 防災について
２． 教育問題について

尾家啓介

村田喜代子

質　問　要　旨 発言者氏名 質　問　要　旨

９月１１日（月） ９月１２日（火）

１.
中
心
街
に
お
け
る
市
街
地
の
整

備
改
善
及
び
活
性
化
の
一
体
的
推
進

に
関
す
る
事
つ
い
て

議
員
　
消
費
者
が
郊
外
へ
と
流
出
し

て
、
古
く
か
ら
賑
わ
っ
て
い
た
商
店

街
が
疲
弊
し
て
い
る
厳
し
い
状
況
の

中
、
「
ま
ち
の
顔
」
と
も
い
う
べ
き

中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
大
店
立

地
法
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
改
正

点
の
概
要
を
お
聞
き
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長
　
政
府
は
「
コ
ン
パ

ク
ト
で
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
る
。

関
連
三
法
は
い
ず
れ
も
、
地
域
の
多

様
性
と
主
体
性
を
生
か
す
こ
と
を
目

的
に
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
、
権

限
が
委
譲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
設
置

し
、
議
論
す
る
な
か
で
、
関
係
者
の

創
意
と
工
夫
で
、
各
種
の
事
業
展
開

が
期
待
で
き
る
。

都
市
計
画
課
長
　
従
来
の
一
律
支
援

か
ら
、
や
る
気
の
あ
る
自
治
体
に
支

援
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
改

正
点
で
あ
る
。
今
後
は
民
間
事
業
者

の
参
入
、
地
域
の
潜
在
能
力
の
発
掘

等
を
行
い
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業

展
開
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

議
員
　
北
高
校
跡
地
を
中
心
市
街
地

に
編
入
し
、
こ
の
法
律
を
利
用
し
て

活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長
　
３
つ
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
中
心
市
街
地
と
し
て
認
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
な

か
で
検
討
し
た
い
。

議
員
　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
市
民
の
認
知
度
は
低
い
。
今
後

の
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長
　
今
日
ま
で
商
工
会

議
所
が
中
心
と
な
り
、
商
店
街
活
性

化
の
た
め
、
２０
種
類
以
上
の
事
業
を

実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
空
き
店
舗

対
策
な
ど
協
議
し
て
い
き
た
い
。

２.
公
務
員
の
倫
理
に
つ
い
て

議
員
　
公
務
員
の
不
祥
事
が
た
び
た

び
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
対
策
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
長
　
所
属
長
会
議
、
職
員
研

修
会
を
通
じ
、
意
識
の
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。
不
祥
事
を
起
こ
し
た
職
員

まちづくり３法とは？
ゾーニング（土地の利用規制）を
促進するための「改正都市計画
法」、生活環境への配慮など社
会的規制の側面から大規模小
売店の新たな調整の仕組みを
定めた「大規模小売店舗立地
法」、空洞化する中心市街地の
再活性化を支援する「中心市街
地活性化法」の3法のこと。



６

尾
澤
満
治 

議
員

 １.
防
災
に
つ
い
て

議
員
　
飲
酒
運
転
及
び
交
通
事
故
撲

滅
に
対
す
る
考
え
方
を
お
聞
き
し
た

い
。

総
務
課
長
　
市
の
職
員
に
対
し
機
会

あ
る
ご
と
に
公
務
員
と
し
て
の
モ
ラ

ル
の
確
認
と
網
紀
粛
正
を
徹
底
し
て

い
る
。
今
後
、
市
民
や
関
係
機
関
と

共
に
飲
酒
運
転
の
撲
滅
運
動
を
進
め

て
行
き
た
い
。

　
管
内
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、
６７

％
が
わ
き
見
運
転
で
あ
る
。
公
共
施

設
の
不
備
か
ら
起
こ
る
交
通
事
故
等

を
検
証
し
、
事
業
課
に
情
報
提
供
を

し
、
交
通
事
故
を
減
ら
す
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
。

議
員
　
歩
道
の
防
護
柵
の
危
険
箇
所

の
再
点
検
及
び
事
故
防
止
の
考
え
は

な
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

建
設
課
長
　
市
道
、
通
学
路
の
安
全

を
図
る
た
め
、
歩
道
設
置
や
区
画
線

で
区
分
し
歩
行
者
の
安
全
を
守
っ
て

い
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
防
護
柵
、

区
画
線
、
反
射
板
等
は
必
要
な
箇
所

の
整
備
し
安
全
確
保
に
努
め
て
行
き

た
い
。

議
員
　
防
災
士
の
育
成
計
画
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
。

総
務
課
長
　
防
災
士
の
資
格
取
得
は
、

防
災
の
専
門
知
識
が
必
要
で
、
長
期

間
の
講
習
と
費
用
が
掛
か
る
。
そ
の

他
に
救
急
救
命
講
習
の
習
得
も
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
防
災
士
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

市
長
　
福
岡
県
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
育

成
事
業
を
年
１
回
実
施
し
て
い
る
の

で
、
今
後
市
民
に
参
加
を
要
請
し
防

災
の
向
上
に
努
め
た
い
。

議
員
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
「
自
動
体
外
式
除
細

動
器
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

市
長
　
現
在
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
内
公
共

施
設
に
２８
台
設
置
し
て
い
る
。
多
く

の
市
民
が
講
習
に
参
加
し
、
多
く
の

命
を
守
る
た
め
に
協
力
し
て
頂
き
た

い
。

議
員
　
災
害
時
の
障
害
者
、
高
齢
者

の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
出
来
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
た
い
。

福
祉
事
務
所
長
　
当
市
で
は
、
そ
の

関
係
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
出
来
て

い
な
い
。

議
員
　
早
急
に
障
害
者
用
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
欲
し
い
。

 ２.
教
育
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
児
童
体
験
学
習
の
実
施
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長
　
地
域
の
自
然
環
境
、
動
植

物
に
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
地

域
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
し
た
い
。

議
員
　
青
少
年
犯
罪
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い

教
育
長
「
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
る
、
犯
罪
を
お
か
さ
な
い
」
を
合

言
葉
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
特
効
薬
は
な
い
。
今

後
も
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
更

な
る
対
策
を
講
じ
た
い
。

社
会
教
育
課
長
　
青
少
年
犯
罪
の
中

で
、
一
番
多
い
犯
罪
は
、
万
引
き
と

窃
盗
で
あ
る
。
青
少
年
の
健
全
育
成

か
ら
見
て
、
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
色
々
な

教
室
及
び
子
ど
も
会
活
動
を
育
成
し

て
行
き
た
い
。
今
後
、
青
少
年
育
成

市
民
会
議
や
各
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

に
は
厳
正
な
処
分
を
行
う
。

議
員
　
岐
阜
県
庁
の
１７
億
円
の
裏
金

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に

は
そ
の
よ
う
な
裏
金
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長
　
断
じ
て
な
い
。

 ３.
補
助
金
、
負
担
金
、
交
付
金
な
ど

の
考
え
方
に
つ
い
て

議
員
　
行
革
に
よ
り
補
助
金
の
減
額

を
検
討
と
聞
く
が
、
必
要
、
不
必
要

を
再
考
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
施

策
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

財
務
課
長
　
総
額
１０
％
の
削
減
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
補
助
金
の
公
平

性
、
公
益
性
、
必
要
性
、
金
額
の
妥

当
性
等
精
査
し
判
断
し
た
い
。

議
員
　
財
源
は
市
民
の
大
事
な
税
金

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
頭
に
し
っ
か

り
入
れ
、
検
討
し
て
欲
し
い
。

 ４.
前
回
の
関
連
に
つ
い
て

議
員
　
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

６
月
議
会
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市
長
　
過
去
４
回
、
吉
富
町
と
勉
強

会
を
も
っ
た
。
９
月
に
は
県
の
担
当

者
か
ら
説
明
も
受
け
た
。
今
後
、
議

員
同
士
の
勉
強
会
も
実
施
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が

ら
合
併
実
現
に
向
け
努
力
し
た
い
。

市役所ロビー設置のAED



７

宮
田
精
一 

議
員

　
　
　
　

 １.
大
増
税
と
社
会
保
障
の
改
悪
か
ら

住
民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
に

議
員
　
今
回
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
非
課
税
だ
っ
た
人
が
課
税

に
な
る
な
ど
の
、
重
税
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
豊
前
市
で
は
、
世
帯
、
人
数
、
金

額
で
ど
れ
く
ら
い
の
影
響
が
で
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
納
付
通
知
書
発
送

後
の
、
問
合
せ
・
苦
情
は
何
件
く
ら

い
あ
っ
た
の
か
。

税
務
課
長
　
昨
年
度
の
納
税
義
務
者

数
は
、
１
１，
４
３
７
名
に
対
し
、

今
年
度
、
１
２，
３
８
５
名
で
、
約

９
５
０
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、

影
響
額
は
、
把
握
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
。

　
苦
情
等
は
、
件
数
は
把
握
し
て
い

な
い
が
昨
年
度
の
倍
は
あ
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。

議
員
　
や
は
り
か
な
り
影
響
が
出
て

い
る
と
思
う
が
、
庶
民
に
は
厳
し
く
、

大
企
業
や
富
裕
層
は
そ
の
ま
ま
と
い

う
状
況
は
、
今
後
も
注
視
し
た
い
。

議
員
　
確
定
申
告
の
と
き
に
、
障
害

者
控
除
や
寡
婦
控
除
に
つ
い
て
の
説

明
が
、
不
十
分
で
は
な
い
か
。

税
務
課
長
　
相
談
は
受
け
て
い
る
と

思
う
。

議
員
　
要
介
護
認
定
者
が
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
の
お

知
ら
せ
を
、
通
知
し
て
あ
げ
た
ら
ど

う
か
。

助
役
　
今
後
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
員
　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
１０
月

１
日
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
が
、
事

業
の
準
備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

福
祉
事
務
所
長
　
必
須
で
な
い
事
業

に
つ
い
て
も
、
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

議
員
　
全
国
の
３
０
０
近
く
の
府
県
、

市
町
村
で
独
自
の
負
担
軽
減
策
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
豊
前
市
で
も
実
施

で
き
な
い
か
。

市
長
　
な
か
な
か
難
し
い
が
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

 ２.
教
育
行
政
に
つ
い
て

議
員
　
就
学
援
助
の
受
給
状
況
に
つ

い
て
、
世
帯
数
及
び
人
数
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
、
ま
た
、
適
用
基
準

は
生
活
保
護
基
準
の
何
倍
に
設
定
し

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
本
年
度
の
支
給
状

況
は
９
月
現
在
、
小
中
学
校
合
せ
て
、

１
１
３
世
帯
、
１
６
６
人
。

適
用
基
準
は
、
現
在
、
児
童
扶
養
手

当
の
所
得
基
準
を
目
安
に
し
て
お
り
、

１
・
５
倍
近
い
金
額
に
な
る
。

議
員
　
申
請
と
支
給
の
方
法
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長
　
申
請
は
、
学
校
と

学
校
教
育
課
の
両
方
で
随
時
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
。
支
給
は
、
学
校

長
に
委
任
し
、
必
要
な
と
き
に
必
要

な
金
額
を
生
徒
に
援
助
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

議
員
　
生
徒
が
屈
辱
を
感
じ
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
就
学
援
助
の
制
度
を
、
広
報

に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
評

価
し
て
い
る
が
、
読
ま
な
い
人
も
い

る
と
思
う
の
で
、
生
徒
が
持
っ
て
帰

る
プ
リ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
は
、
新
入
時

に
説
明
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に

つ
い
て
協
議
し
た
い
。

議
員
　
全
国
統
一
テ
ス
ト
は
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る

と
思
う
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
教
育
委
員
会
で
協

議
し
決
定
し
て
い
る
。

 ３.
談
合
防
止
の
為
に
入
札
制
度
の
改

善
を

議
員
　
上
町
団
地
建
替
工
事
の
議
案

は
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札
が
行
わ

れ
、
談
合
の
疑
い
が
な
か
っ
た
た
め
、

賛
成
し
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

今
回
の
成
功
を
活
か
す
た
め
、
す
べ

て
の
入
札
を
公
募
型
指
名
競
争
入
札

か
一
般
競
争
入
札
に
切
り
替
え
て
は

ど
う
か
。

財
務
課
長
　
公
募
型
指
名
競
争
入
札

は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
引
き

続
き
試
験
的
に
試
行
し
、
結
果
等
を

検
証
し
な
が
ら
拡
大
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

　
永
宗
彦 

議
員

　
　
　
　

 １.
開
か
れ
た
市
政
の
た
め
の
制
度
の

改
善
充
実
の
す
す
め

議
員
　
開
か
れ
た
市
政
確
立
の
た
め

に
は
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、

そ
し
て
市
政
に
携
わ
る
者
の
倫
理
性

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
「
情
報
公
開
条
例
」
「
政
治
倫
理

条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
既
に
１０

年
が
経
過
し
た
。

　
８
月
に
公
表
さ
れ
た
福
岡
県
下
の

評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ワ
ー
ス
ト
２

で
、
極
め
て
不
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。

早
急
に
見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
執
行
部
の
所
見
を
頂
き
た
い
。

市
長
　
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情
報

保
護
条
例
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
よ

り
一
層
の
透
明
性
の
確
保
、
ま
た
電

子
自
治
体
の
構
築
に
向
け
た
情
報
の

管
理
、
保
護
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

そ
の
た
め
今
後
、
専
門
家
や
幅
広
く

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
制
度

の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
倫
理
条
例
に
つ
い
て
は
、
特
別
職

と
議
員
の
２
本
立
て
で
あ
る
が
、
社

会
の
要
請
を
踏
ま
え
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。
議
会
に
も
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

議
員
　
指
定
管
理
者
な
ど
外
部
団
体

の
対
応
に
つ
い
て
も
先
進
事
例
等
参

考
の
上
、
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
ま



８

尾
家
啓
介 

議
員

１.
公
共
工
事
に
つ
い
て

議
員
　
公
共
工
事
に
関
連
し
て
数
点

伺
い
た
い
。

　
上
町
団
地
の
建
替
工
事
が
初
め
て

公
募
型
指
名
競
争
入
札
で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
入
札
は
透
明
性
の
確
保
と
談

合
防
止
は
で
き
た
の
か
。

助
役
　
公
正
な
競
争
原
理
の
も
と
、

一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
こ
の
入
札
に
あ
た
り
、
「
総

合
評
価
一
般
競
争
入
札
」
で
な
く
、

「
公
募
型
指
名
競
争
入
札
」
を
採
用

し
た
こ
と
、
又
、
応
募
企
業
の
経
審

の
点
数
を
１
３
０
０
点
以
上
と
し
た

理
由
を
伺
い
た
い
。

助
役
　
「
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
」

は
県
レ
ベ
ル
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
り
、
制
度
的
に
確
立

し
た
「
公
募
型
指
名
競
争
入
札
」
を

採
用
し
た
。
点
数
に
つ
い
て
は
本
工

事
の
技
術
的
要
件
、
市
へ
の
指
名
登

録
企
業
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
た
。

議
員
　
落
札
率
が
９５
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
と
「
談
合
あ
り
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
本
市
の
場
合
、
数
件
を
除

く
と
殆
ん
ど
こ
の
範
囲
で
あ
る
。

今
回
の
入
札
は
予
定
価
格
の
８２
パ
ー

セ
ン
ト
で
落
札
さ
れ
、
金
額
に
す
る

と
一
億
二
千
万
円
が
節
約
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
今
後
の
入
札
に
お
い
て
、

一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
伺
い
た
い
。

助
役
　
一
般
競
争
入
札
は
事
務
量
の

増
加
、
不
良･

不
的
確
業
者
の
排
除

の
困
難
等
も
あ
り
、
な
お
検
討
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
る
。
　

平
成
１８
年
度
か
ら
、
設
計
金
額
が
一

億
五
千
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
い
て

は
公
募
型
指
名
競
争
入
札
を
試
行
し

た
い
。

市
長
　
議
員
の
指
摘
も
よ
く
分
か
る

が
、
地
元
業
者
の
育
成
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
十
分
検
討
し

た
い
。

議
員
　
上
町
団
地
の
建
替
え
に
あ
た

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
公
営
住
宅

の
必
要
性
の
検
討
を
し
た
の
か
、
又
、

住
宅
困
窮
者
の
定
義
と
は
な
に
か
伺

い
た
い
。

建
設
課
長
　
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
住
宅
に
困
窮
す
る
者
に

良
好
な
居
住
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

は
一
層
必
要
で
あ
り
、
住
宅
の
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
の
策
定
を
行
い

た
い
。
法
で
は
低
額
所
得
者
を
住
宅

困
窮
者
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
建
設
に
つ
い
て
は
民

間
活
力
の
利
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
入
居
条
件
は
所
得
制
限
で
な

く
、
住
宅
弱
者
の
解
釈
を
も
っ
と
広

げ
る
べ
き
で
あ
る
。

２.
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

議
員
　
吉
富
町
と
の
合
併
は
両
首
長

と
も
避
け
て
通
れ
な
い
と
認
識
し
て

い
る
と
思
う
し
、
議
員
も
賛
成
者
が

多
い
。

　
吉
富
町
は
来
春
町
長
、
議
員
の
選

挙
が
あ
る
。
選
挙
戦
に
入
る
と
合
併

が
遠
の
く
恐
れ
が
あ
り
、
交
付
税
算

定
の
特
例
期
間
も
短
く
な
り
、
メ
リ

ッ
ト
が
少
な
く
な
る
。
市
長
に
所
見

を
伺
い
た
い
。

市
長
　
合
併
に
よ
り
管
理
部
門
の
効

率
化
が
図
ら
れ
、
専
門
的
高
度
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
、
人

件
費
の
削
減
が
行
え
る
。
　

　
合
併
が
遅
く
な
れ
ば
、
地
方
交
付

税
の
特
例
が
短
く
な
る
が
、
お
互
い

独
立
し
た
自
治
体
で
あ
り
、
難
し
い

面
が
あ
る
。 総合評価一般競争入札とは

最低価格による自動落札によらず、価格、
その他の条件が自治体にとって最も有利
なものをもって申し込みをした者を落札者
とする入札方法。
我々の日常の買い物の場合でも、価格だ
けで判断しているわけではない。価格以外
の総合評価により、その買い物（契約）の
目的にふさわしい事業を行うことができる。

た
、
昨
今
職
員
の
倫
理
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
一
層
の
確
立
の
た
め

の
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
職
員
の
倫
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
で
あ
る
の
で
、
併
せ
て
検
討
し
た

い
。

 ２.
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

議
員
　
同
法
の
制
定
に
よ
り
、
障
害

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
小
規

模
作
業
所
等
の
件
に
つ
い
て
お
伺
い

し
た
い
。

　
低
い
報
酬
単
価
や
補
助
金
の
一
律

削
減
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
小
さ
い
施

設
は
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
障

害
者
福
祉
計
画
書
」
の
中
で
、
そ
の

存
続
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
障
害
者
の
自
己
負
担
分
の
軽

減
の
た
め
の
具
体
的
な
支
援
策
を
伺

い
た
い
。

福
祉
事
務
所
長
　
本
市
に
は
国
の
認

可
し
た
作
業
所
が
一
箇
所
、
そ
れ
以

外
の
作
業
所
が
３
箇
所
あ
る
。

　
法
の
改
正
に
よ
り
、
施
設
側
に
も

障
害
者
本
人
に
も
大
き
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
県
下
所
長
会
等
を
通
じ

国･

県
に
要
望
し
て
い
る
。
３
箇
所

の
作
業
所
に
つ
い
て
は
新
法
に
よ
り
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
今
年
度

は
引
き
続
き
県
か
ら
の
補
助
金
も
存

続
す
る
。

　
障
害
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
数
値
目
標
を

設
定
し
今
年
度
中
に
策
定
し
た
い
。

議
員
　
障
害
者
自
立
の
た
め
、
小
規

模
な
が
ら
、
関
係
者
が
日
夜
を
問
わ

ず
努
力
し
、
築
き
上
げ
た
作
業
所
で

あ
る
。

　
関
係
団
体
、
現
場
の
声
を
聞
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
き
た
者
が
、
納
得
の

で
き
る
、
障
害
者
福
祉
施
策
を
進
め

て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、
自
己
負
担
分
の
独
自
軽
減

策
も
講
じ
な
が
ら
、
こ
の
「
自
立
支

援
法
」
が
「
自
立
阻
害
法
」
と
な
ら

な
い
よ
う
強
く
望
み
た
い
。



９

村
田
喜
代
子 

議
員

議
員
　
今
後
、
地
方
交
付
税
が
削
減

さ
れ
る
中
、
合
併
し
た
場
合
の
特
例

増
加
分
約
４
億
５
千
万
円
、
並
び
に

団
塊
の
世
代
の
退
職
を
利
用
し
て
財

政
の
改
革
を
す
べ
き
で
あ
る
。
チ
ャ

ン
ス
を
逃
す
な
。

市
長
　
議
員
の
指
摘
は
よ
く
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、
お
互
い
合
意
な
し

で
、
無
理
に
合
併
し
た
と
こ
ろ
は
、

す
べ
て
失
敗
し
て
い
る
。
粘
り
強
く

や
り
た
い
。

《財政一口メモ》地方交付税の仕組みとは？
教育、福祉、消防、社会資本の整備など、私たちの生活に関係の深い行政サービスの大半は地方公
共団体によって提供されています。
　こうした行政サービスに必要な経費については、各地方公共団体が自ら徴収した地方税によって賄
われるのが理想ですが、地域によっては大きな経済力の格差があり、地方税収入だけでは必要な行政
サービスを提供できない地方公共団体が多いのが実態です。
　地方交付税は、国民が国内のどの地域に居住していても、このような基本的な行政サービスを受け
られるよう、財政力の弱い地方公共団体に対して、不足する財源を交付する仕組みです。地方公共団
体の経費（基準財政需要額）と標準的な状態において徴収が見込まれる税収入額（基準財政収入
額）を算定し、不足する額を国税である所得税、法人税、酒税などを一定の割合で交付するものです。
政府はこの地方交付税の見直しを行っており、今後、地方に交付される金額は少なくなると思われます。

　
　
　
　

 １.
戦
没
者
追
悼
式
の
行
事
に
つ
い
て

議
員
　
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
の
方
々

に
祈
り
を
捧
げ
、
不
戦
の
誓
い
を
新

た
に
す
る
、
戦
没
者
追
悼
式
が
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
６１
年
が
経

過
し
、
ご
遺
族
の
方
々
も
高
齢
化
の

た
め
、
出
席
者
が
少
な
く
な
っ
た
。

　
悲
惨
な
戦
争
を
語
り
継
ぎ
、
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
子

供
達
の
参
加
を
促
す
な
ど
、
従
来
方

式
を
変
え
る
時
期
が
来
て
い
る
と
思

う
が
。

福
祉
事
務
所
長
　
今
年
は
約
２
０
０

人
が
参
列
し
、
豊
前
市
出
身
の
８
５

０
柱
を
追
悼
し
た
。
今
後
は
関
係
団

体
と
協
議
の
上
、
広
く
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
平
和
の
尊
さ
を
学
び
恒
久

平
和
を
願
う
追
悼
式
に
な
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

教
育
長
　
８
月
の
登
校
日
に
平
和
学

習
を
行
っ
て
い
る
が
、
小
学
生
の
参

加
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
の
中
で

議
論
し
た
い
。

 ２.
高
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

議
員
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
、
児

童
館
、
図
書
館
、
プ
ー
ル
を
そ
の
計

画
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
か
、
お
伺
い

し
た
い
。

市
長
　
審
議
会
か
ら
、
築
上
中
部
高

校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
再
編

に
伴
う
統
合
中
学
校
用
地
と
し
て
、

築
上
北
高
校
の
跡
地
に
つ
い
て
は
市

街
地
活
性
化
計
画
に
編
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
ゾ
ー
ン
と
し
て
利
用
す
る
よ

う
答
申
を
頂
い
た
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
有
効
利
用

の
観
点
か
ら
、
建
築
年
次
の
新
し
い

校
舎
を
整
備
し
た
い
。

　
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経

緯
も
あ
り
、
海
岸
線
の
市
民
プ
ー
ル

を
維
持
し
た
い
。

総
務
課
長
　
児
童
館
に
つ
い
て
は
、

同
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
、
児
童
館

を
併
設
し
て
い
る
。
新
た
に
建
設
す

る
と
な
る
と
補
助
金
も
少
な
く
、
多

く
の
財
源
を
必
要
と
す
る
が
、
今
後

の
論
議
の
中
で
検
討
し
た
い
。

 ３.
国
保
に
関
連
し
て

議
員
　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
数
点

お
伺
い
し
た
い
。

　
高
齢
者
が
働
く
こ
と
に
生
き
が
い

を
持
つ
こ
と
は
健
康
に
も
繋
が
る
。

定
年
後
の
仕
事
の
斡
旋
は
で
き
な
い

か
。

市
長
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
入
会
、
更
に
は
職
業
安
定
所
を
通

し
て
の
求
職
も
手
段
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。

商
工
観
光
課
長
　
高
齢
者
雇
用
安
定

法
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
の
雇
用
に

つ
い
て
改
善
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

議
員
　
生
活
習
慣
病
な
ど
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
基
本
は
「
食

育
」
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

農
林
水
産
課
長
　
関
係
課
と
、
「
食

育
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
健
康
課
長
　
市
内
に
食
生
活
改

善
推
進
員
の
方
が
５８
名
お
り
、
食
生

活
の
改
善
等
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
健
康
管
理
、
増
大

す
る
医
療
費
の
抑
制
の
た
め
、
各
種

健
康
教
室
等
を
実
施
し
、
市
民
の
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

 ４.
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

議
員
　
市
長
は
吉
冨
町
と
の
合
併
に

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
合
併
の
カ
ラ
ー
、
企
業
誘
致

等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

市
長
　
時
期
を
失
し
な
い
こ
と
も
大

事
な
事
だ
け
ど
、
忍
耐
を
持
っ
て
泥

を
か
ぶ
る
気
持
ち
で
努
力
し
た
い
。

カ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
苅
田
か
ら
中

津
ま
で
の
ゾ
ー
ン
の
中
で
「
豊
築
は

一
つ
な
り
」
の
考
え
で
地
域
振
興
に

努
め
た
い
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、

吉
富
町
と
一
体
で
考
え
た
い
。

豊前市戦没者追悼式の様子



議 会 を 傍 聴
し ま し ょ う

市議会の様子を知る最もよい方法です。
多数の方の傍聴をお待ちしています。
12月の定例会の一般質問は12月14日
（木）、15日（金）の予定です。

編
集
委
員

委
員
長
　
村
　
田
　
喜
代
子

副
委
員
長
　
宮
　
田
　
精
　
一

委
　
　
員
　
古
　
川
　
哲
　
也

委
　
　
員
　
山
　
崎
　
　
　
美

委
　
　
員
　
尾
　
澤
　
満
　
治

　
秋
た
け
な
わ
、各
地
で
イ
ベ
ン
ト
の

盛
ん
な
時
期
、カ
ラ
ス
天
狗
祭
り
に
、あ

る
婦
人
が
市
外
か
ら
バ
ザ
ー
で
初
め
て

参
加
し
た
と
の
事
、天
地
山
の
お
客
様

の
す
ご
い
数
と
楽
し
そ
う
な
笑
顔
に
、

ど
ん
な
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
の

か
、時
間
を
忘
れ
、お
客
も
か
ま
わ
ず
に
、

話
を
し
て
く
れ
た
。家
で
は
家
業
の
忙

し
い
の
を
ほ
っ
ぽ
り
だ
し
、ア
ル
バ
イ

ト
を
雇
い
、出
て
み
た
そ
う
な
。60
代
後

半
位
か
し
ら
？

自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、過
ぎ
た
苦

労
等
ふ
り
ほ
ど
け
る
の
が
、60
代
か
ら

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　「
私
も
時
に
は
楽
し
み
た
く
て
、思
い

切
っ
て
出
て
き
た
け
れ
ど
」と
一
笑
い
さ

れ
る
素
敵
な
笑
顔
を
見
な
が
ら
、時
に

は
自
分
に
な
い
も
の
を
出
し
て
み
る
勇

気
も
楽
し
い
人
生
の
一
編
に
な
る
な
ー

と
。

　
ス
ト
レ
ス
社
会
を
乗
り
越
え
る
策
を

立
て
て
み
て
は
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｋ
・
Ｍ
）

市議会だよりは資源保護のため再生紙を使用しています。

上町団地完成予想図

上町団地前期建替工事（第一期工事）始まる。
８月２５日「臨時議会」を開催し、

工事請負契約の締結につい

て全会一致で可決致しました。

　この工事請負契約の締結

については、公募型指名競争

入札により、５億９千８百５十

万で、東洋建設（株）北九州

営業所が落札したものであ

ります。

８日（金）

９～１３日

１４日（木）

１５日（金）

１８日（月）

１９日（火）

２０日（水）

２１日（木）

２２日（金）

本会議

休会

一般質問

一般質問

常任委員会

常任委員会

常任委員会

本会議

本会議

開会、会期の決定、提案理由の説明

議案審査日

午前１０時～

午前１０時～

委員長報告、質疑、討論、採決

予備日

１２月の議会の日程表（予定）

議会だよりの内容は、議会の様子を要約し
たものです。
会議の詳細を知りたいかたは、総務課・議
会事務局にある会議録をご覧ください。
また、豊前市のホームページにも「会議録」
を掲載していますので、ご覧下さい。

公募型指名競争入札とは、工事概要、対象
ランク及び技術資料の作成・提出方法等に
ついては事前に掲示し、入札参加意欲のあ
る建設業者から提出された技術資料の審査
を踏まえ、指名業者を選択する入札方式を
言います。


